
「いのちのとりで裁判」の勝利判決の旗だしで歓喜

に包まれる最高裁前（６月27日、写真は西野さん提供）
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生
活
保
護
基
準
の
大
幅
引
き
下
げ
は
憲
法
25

条
の
生
存
権
に
反
す
る
と
し
て
、
全
国
の
生
活

保
護
利
用
者
が
国
と
自
治
体
を
訴

う
つ
た

え
た
「
い
の

ち
の
と
り
で
裁
判
」
の
上

じ
よ
う

告こ
く

審し
ん

判
決
が
、
６
月

27
日
、
最
高
裁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
判
決
で
は

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
を
「
違
法
」
と
す
る

初
の
統
一
判
断
が
示
さ
れ
、
自
公
政
権
に
よ
る

施
策
が
断
罪
さ
れ
る
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

一
連
の
裁
判
と
今
回
の
最
高
裁
判
決
の
意
義
に

つ
い
て
、
ま
た
、
生
活
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。 

（
栗
山
さ
つ
き
記
者
）

守られた「いのちのとりで」

生
活
保
護
減
額
は
違
法　

最
高
裁
判
決
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自
公
政
権
は
、
２
０
１
３
年

か
ら
15
年
の
３
年
間
、
生
活
保

　

生
活
保
護
制
度
は
、
日
本
国

憲
法
第
25
条
「
す
べ
て
国
民

は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
を
根
拠
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
生

存
権
を
保
障
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

私
た
ち
は
誰
も
が
、
病
気
に

な
っ
た
り
、
な
ん
ら
か
の
事
故

で
障
害
を
負
っ
た
り
、
高こ

う

齢れ
い

に

な
っ
た
り
、
一
人
親
世
帯
に
な

っ
た
り
し
て
「
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
送
れ

護
の
生
活
扶ふ

助じ
よ

基
準
（
生
活
保

護
基
準
の
う
ち
生
活
費
部
分
）

に
対
し
、
平
均
６
・
５
％
、
最

大
10
％
、
年
間
６
７
０
億
円
の

大
幅
な
引
き
下
げ
を
強
行
し
ま

し
た
。「
財
界
中
心
」「
ア
メ
リ

カ
い
い
な
り
」
の
「
自
民
党
政

治
」
が
続
け
ら
れ
、
格
差
と
貧

困
が
拡
大
す
る
下
、
２
０
１
２

年
当
時
、
生
活
保
護
利
用
者
数

は
増
え
続
け
て
い
ま
し
た
。
１

９
９
５
年
に
は
約
88
万
人
で
あ

っ
た
も
の
が
２
０
１
１
年
７
月

に
は
約
２
０
５
万
人
に
達
し
、

そ
の
後
も
増
え
続
け
て
お
り
、

そ
う
し
た
状
況
で
の
生
活
保
護

費
の
大
幅
引
き
下
げ
で
し
た
。

　

西
野
さ
ん
は
、「
２
０
１
２

年
８
月
の
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
の
成
立
が
、
生
活
保
護

法
改
悪
と
基
準
引
き
下
げ
の
突

破
口
と
な
っ
た
」
と
指
摘
し
ま

す
。
同
時
期
に
、
自
民
党
の
国

会
議
員
が
芸
能
人
の
母
親
の
生

活
保
護
受
給
を
「
不
正
受
給
」

と
あ
げ
つ
ら
う
な
ど
、
苛か

烈れ
つ

な

「
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
問
題
と
さ
れ

た
件
は
実
際
に
は
違
法
性
は
な

く
、「
不
正
受
給
」
で
は
あ
り

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
え
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
と
き
、
私
た
ち
国
民
が
権
利

と
し
て
「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す
る

こ
と
を
国
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
制
度
化
さ
れ
た
も

の
が
生
活
保
護
制
度
で
す
。
生

活
保
護
制
度
は
、
国
民
の
命
を

守
る
い
わ
ば
「
最
後
の
と
り

で
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と

（
生
存
権
保
障
）
を
求
め
て
運

動
を
広
げ
て
い
る
、
全
国
生
活

と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
（
全

生
連
）・
事
務
局
長
の
西
野
武

さ
ん
は
「
生
活
保
護
基
準
は
、

多
く
の
制
度
の
土
台
に
な
っ
て

お
り
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
は
保
護
を
利
用
し
て
い
る

人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
」
と

強
調
し
ま
す
。
具
体
的
に
は

「
最
低
賃
金
、
保
育
料
の
減げ

ん

免め
ん

、
就
学
援
助
（
小
中
学
校
の

入
学
準
備
費
、
学
用
品
費
、
給

食
費
な
ど
を
援
助
）、
公
営
住

宅
等
に
住
ん
で
い
る
人
の
家
賃

の
減
免
、
医
療
費
控こ

う

除じ
よ

な
ど
と

連
動
し
て
お
り
、
47
の
制
度
に

影
響
す
る
と
政
府
は
発
表
し
て

い
る
」
と
指
摘
（
左
図
）。
実

際
に
こ
の
間
、
生
活
保
護
基
準

の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
各
種
支
援
制
度
を
利
用
し

て
い
た
人
が
援
助
を
受
け
ら
れ

な
い
事
態
が
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
自
分
は

働
い
て
い
る
の
に
、
生
活
保
護

利
用
者
の
方
が
お
金
を
も
ら
っ

て
い
て
、
甘
え
て
い
る
」「
正

直
者
に
や
る
気
を
な
く
さ
せ

る
」
な
ど
と
い
う
論
調
が
広
げ

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
自
民
党
は

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
を
２

０
１
２
年
の
総
選
挙
公
約
に
盛

り
込
み
、
同
年
12
月
に
政
権
に

復
帰
。
第
二
次
安
倍
晋
三
政
権

の
下
、
生
活
保
護
費
の
大
幅
引

き
下
げ
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
西
野
さ
ん
は
、「
生
活

保
護
利
用
者
へ
の
社
会
的
な
偏

見
・
ス
テ
ィ
グ
マ
（
烙ら

く

印い
ん

）
が

広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
生
活
保

護
利
用
者
を
苦
し
め
、
社
会
と

の
孤こ

立り
つ

を
強
め
る
悪
影
響
が
拡

大
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
自
公
政
権
が
進
め

て
き
た
生
活
保
護
費
引
き
下
げ

の
取
り
消
し
と
国
家
賠ば

い

償し
よ
うを

求

め
て
た
た
か
わ
れ
て
き
た
の

が
、「
生
活
保
護
基
準
引
き
下

げ
違
憲
訴そ

訟し
よ
う（

い
の
ち
の
と
り

で
裁
判
）」
で
す
。

　

今
回
の
最
高
裁
判
決
が
出
る

直
前
ま
で
、
原
告
側
が
高
裁
で

７
勝
５
敗
、
地
裁
で
20
勝
11
敗

と
、
全
体
で
は
27
勝
16
敗
で
し

た
。
西
野
さ
ん
は
、「
勝

し
よ
う

訴そ

が

困
難
な
行
政
訴
訟
で
原
告
勝
訴

の
流
れ
を
つ
く
り
出
し
た
の

は
、
原
告
、
弁
護
団
、
全
生
連

を
は
じ
め
、
多
く
の
個
人
、
諸

団
体
の
長
年
の
奮ふ

ん

闘と
う

に
よ
る
も

の
」
と
指
摘
し
ま
す
。 

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）


